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イル=ハン朝印章制度とモンゴル文書様式   
 
命令形式に基づいた行政文書体系： 
  イルハン勅令文書： üge / yarlīgh / farmān   
  非ハン命令文書：  söz / hukm / mithāl  
   

漢語   モンゴル語   トルコ語   ペルシア語 
 

聖旨    jrlg 
令旨    üge       yarliγ     farmān 
鈞旨                  söz         hukm/mithāl 

 
押印に基づいた行政文書体系： 【史料①】 
  ・yarlīgh （勅令文書）  ・āl-tamghā （朱印文書） 
  ・qarā tamghā （黒印文書）  ・ kūk tamghā （青緑印文書） 
  ・mithāl （無印文書） 
 
イル=ハン朝の印章： 
  ・āl-tamghā（朱印）   ・altūn tamghā（金印）    
  ・tamghā-ye bozorg（大印）   ・qārā tamghā（黒印）  
  ・kūk tamghā（青緑印）   
 
ククタムガ  tamgh （青印文書）kūk ā   
俸給の算定文書など主に財政文書として分類されるか？ 

yashil bilga / yašil belge（緑印） 
＝kūk tamghā / kök tamγa （青印） 

yasil  =  kok       cf. Clauson , p.978 

 
カラタムガ ara tamgh  （黒印文書） q ā   

Amīr の確認印のみで、Dīwān の朱印が無い文書。 
＊Amīr の確認印があっても、al-tamgha（朱印）がある文書は「al-tamgha（朱印文書）」という。 
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カラタムガの授与 

    kesig 長の４人の amīr に黒印を授け、yarligh に押印する際に裏に確認のために押印さ

せた【史料②】 
 
印影が現存するカラタムガ 

Baytumish (687-691AH)  Tayqu (700AH)  
Qutlugh Shah (704AH)3.8×3.8cm Husain (704AH)2.8×3.8cm   
Chupan (721-726AH)  Dimashq Khwajah (723AH) 
Amir Khan (734AH)  Shaykh Hasan Cupani (743AH) 
Rustam Ashrafi (750AH)  Pir Muhammad (750AH) 
Akhi Ashrafi (759AH)  Shaykh Ali (766AH) 

 
カラタムガの変容 

680 – 730AH (Argun Qan – Oljeitu)  
… ウイグル・パクパ文字モンゴル語 方形印 

↓ 
720 – 750AH ? (Oljeitu , Abu Said – post ilkhanid) 

… アラビア文字トルコ語・ペルシア語・アラビア語 方形印 

↓ 
750AH –  (Chupanid ) 

… アラビア文字ペルシア語・アラビア語 円形印・花形印 
 
アルタムガ l tamgh  （朱印文書） a ā  

amīr、wazīr、dīwān の朱印が押印された文書 
 
印影が現存しているアルタムガ 

692AH/1293AD (Gaihatu)「行戸部尚書印」（漢字漢語）9.0×9.0cm 
704AH/1305AD (Oljeitu)「右樞密使之印」（漢字漢語）9.0×9.0cm 
704AH /1305AD(Oljeitu)「王府之印」（漢字漢語）9.5×9.5cm 
704-730AH/1305-1330AD(Öljeitü – Abu Said)「總管隠院之印」（漢字漢語）8.0×8.0cm 
726AH(Abu Said)「翊國公印」（パクパ字漢語） 

 

印影が現存するアルタムガの所有者 
行戸部尚書印 …   ディワーン長官（Sahib Diwan） の Sadr al-Dīn Ahmad 
王府之印  …      全王国の宰相職（vezarat-e mamālek）の Sa‘d al-Dīn 
右樞密使之印 … Öljeitü 期筆頭 amīr の Qutlugh Shah 
總管隠院之印 … amīr Husayn？ 

 
授与が記録に残るアルタムガの所有者 
Shams al-Dīn Juwainī … Hülegü, Abaqa期の宰相wazir 

Buqa      …  Abaqa, Arγun 期の全王国の宰相職、筆頭 amīr 職 
→ 元朝から丞相・darqan の身分を授与 
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Nourūz  …  イル=ハン朝政府の前身ホラーサーンのディーワーンのジャルグチ（長

官）Arghun Aqa の息子 
Tāj al-Dīn ‘Alī Shāh …  Öljeitü期の宰相wazir 
Rashīd al-Dīn Fadhlallā …  Gazan, Öljeitü期の宰相wazir 

 
アルタムガの授与 
・イル=ハン朝前期は、皇帝印・官印を共に al tamgha（朱印）と呼称。 
・文官の筆頭である宰相 wazir や官府長官 sahib diwan、武官の筆頭である第一位 amīr

に朱印 al tamgha を授与 
・臣下に朱印を授与する場合、イル=ハンと同様に元朝の認可の下に称号共々授与され

た可能性が高い。 
・Gazan Qan が皇帝印として金印 altun tamgha を制定した後は、官印だけが al tamgha と

呼ばれるように。 
 

現存するイル=ハン朝アルタムガは基本的に漢字漢語印？ 
 

※画期となるのが「翊國公印」（726AH (1326AD) 発令者不明(Chupan?) Fārsī-形式不明(söz?)文書） 

→ イル=ハン朝で唯一のパクパ字アルタムガ 
yi-guo-gong-yin【史料③】 
→ 元朝（泰定帝 Esen Temür）がイル=ハン朝 Abu Saīd の功臣 Čopan に賜与した

銀印 
 
ヤルリグ arligh（勅令文書）y   

qan が発給した勅令文書。宝璽が押印される。 
 

yarligh という様式宣言をしたペルシア語の yarliγ文書現物は現存せず（farmān は現存。）

Jāmi‘ al-Tawārīkh などの編纂史料に写し(sawād)が収録されるのみ。現存する文書はモンゴ

ル語文書（ただし、こちらも宣言される様式は yarligh ではなく üge 文書）。 
 
現存する宝璽（皇帝印） 

1267-1290AD (Abaqa, Arghun)「輔國安民之寶」（漢字漢語）15.3(13.0)×15.0(14.8)cm 
1302AD (Gazan)「王府定國理民之寶」（漢字漢語）9.5×9.4(9.0)cm 
1305-1320AD(Oljeitu, Abu Said)「眞命皇帝天順萬理之寶」（漢字漢語）13.0×13.0cm 
725AH/1325AD(Abu Said) “al-Sultān al-a‘zham / Abū Sa‘īd / khallada Allāh mulkahu” 

（アラビア文字アラビア語）4.5×4.2cm 
750AH/1350AD(Shaykh Uwais) “lā ilāha illā Allāh / Muhammad rasūl Allāh” （アラビ

ア文字アラビア語）4.5×4.2cm 
（皇帝印か官印か判断が難しいもの） 

721-726AH/1321-1326AD(Amir Chuban / Abu Said) “lā ilāha illā Allāh / Muhammad 
rasūl Allāh” （アラビア文字アラビア語）8.5×6.5cm 

743AH/1342AD(Hasan Chubani / Sultan Slaiman) “lā ilāha illā Allāh al-malik al-haqq 
al-mubin/ Muhammad rasūl Allāh .. / al-fulafa’ al-rasidin …”（アラビア文字ア
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ラビア語）9.0×7.5cm 
 
皇帝印とアルタムガ 

漢字朱印の al  tamgha は全て  「…之印」 
イル=ハンの皇帝印（宝璽）は全て 「…之寶」 

 
※元朝では、宝璽を使用できる権限を持つのは、皇帝、皇后、皇太后、皇太子のみ   

            →  皇族・王族でもそれ以外の者は使用不可  
→ モンゴル帝国の枠組みでは、建前上、イル=ハンは宝璽を使用不可能 

 
イル=ハン朝漢字宝璽の起源 

         現存する漢字宝璽 → 元朝からの賜与ではなく、イル=ハン朝が独自に作成した

可能性 
 
それらの原型としてフレグが元朝の世祖フビライから賜与された「皇弟之寶」が存在？ 

cf. 元朝 明宗 Qoshira 期の「皇兄之寶」 
→ イル=ハン朝の歴代宝璽は、もともと Hülegü Qan が Qubilai に協力した見返り

として賜与された宝璽をもとに作成されたものではないだろうか。 
 
皇帝印の変容 

1267 – 1320AD (Abaqa Qan – Abu Said) 
… 漢字漢語 方形朱印 

↓ 
1320? – 1350AD (Abu Said – post ilkhanid) 

… アラビア文字アラビア語 方形金印 
アラビア文字アラビア語  方形朱印 (?) 

 
皇帝印は何印か？ 
◆アルタムガ āl-tamghā（朱印）か？  → 現在の通説（Doerfer, Herrmann） 
 
ただし、Gazan 期以後皇帝印を al tamγa（朱印）と明記するのは、モンゴル語文書のみ。 

     ※ ペルシア語史料では、altun tamgha や tamgha-ye bozorg と表記。 

     ※ 逆にモンゴル語には、altan tamγa（金印）という表現は見えない。 

→ ペルシア語では、Gazan 期以後、altun tamgha（金印）は皇帝印、al tamgha（朱印）

は官印として区別。【史料④】 
 
◆大印 tamghā-yi buzurg か？  → Jami’ Tawarikh に記述あり【史料⑤】 
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印章の種類 波斯語 材質 用途 所在 元朝印との対応

碧玉製の大印章
tamgha-ye bozorg-e

yashm
碧玉

大君主sultanたちの
統治事、重大国事

ハンの革袋 宝璽

少し小さな碧玉製
の大印章

yashm-e andaki-ye
kuchektar

碧玉
法官qadi・導師emam・
長老shaykhたちの諸

事
ハンの革袋 宝璽

碧玉より小さな金
製の大印章

tamgha-ye bozorg az
zar-e furutar az an-e

yashm
金 中級の重大事 ハンの革袋 宝璽

金製の特別な印章
tamgha-ye makhsus

az zar
金 軍事 ハンの革袋 宝璽

小さな金印 altun
tamgha

altun tamgha-ye
kuchek

金？ 財政事 ハンの革袋 宝璽

朱印（官印）
al tamgha

(tamgha-ye divan)
金、銀 官府の命令書

　宰相、長官、
筆頭アミール

官印

黒印 qara tamgha 不明 アミールによる確認 ケシクのアミール 官印

→ イル=ハン朝の漢字宝璽は、大印に該当するのでは。 
 
◆アルトゥンタムガ altun-tamghā（金印） か？  

→ Gazan Qan 期、官印 al-tamgha に代わって皇帝印 altun tamgha を制定 
 
※大印 tamgha-ye bozorg という表現が出てくるのは、 

 Jāmi‘ al-Tawārīkh, Ghāzān Khān 紀 第 3 部 第 22 章のみ。 
一方、金印 altun tamgha という表現は様々な史料で頻出。 

   → 金印 altun tamgha は大印 tamgha-ye bozorg の中の「小さな金印」だけを指すか？ 
       それとも「大印」と同義か？ 
 
なぜモンゴル語では al tamγa なのか？ 

仮説１： 
→ モンゴル語では、印璽の色（赤・金）でハーンと非ハーンを区別する観念は無

く、 al tamγatai …は皇帝印・官印の別に関わりなしに「朱い印影のある」状態を

示したもの。 
仮説２： 

→ ペルシア語/トルコ語で altun tamgha（金印）と呼ぶ印は、モンゴル語で altan tamγa
と呼ぶことは許されず、ランクがひとつ下がって al tamγa（朱印）と呼ばれる。 

ex.  [Per.] yarligh   → [Mon.] × jrlγ  ○üge 
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元朝 Jibig Temür（只必帖木兒大王）牛年(1277) ウイグル字モンゴル語漢語合壁令旨碑 
漢語面：  「執把金印令旨與」  (ll.13-15) 
モンゴル語面： “bariju aqu al tamγatai bičig ögbei” （持ってゆく朱印付文書を与えた）(l.14) 

 
 
 
史料  
 
【史料①】Latā’if al-Inshā’ 
manshūrとは，過去にはカリフや君主(sultān)の特別な花押(tughrā’-e khāss)で飾られた命令書

(ahkām)のことを言った。モンゴル支配時代にはそれをyarlīghと呼んでいる。アミールや宰相

(vazīr)や地方君主(malek)の命令は過去にはmithālと呼んでいたが、モンゴル時代にはその〔種類

の命令で〕朱(āl)〔の印章〕を捺したものをāl tamghāと言っていた。緑青色を捺したものをkūk 
tamghā と名付け、黒を捺したものは全てqarā tamghāと名付けた。印章が無くただ署名がなされ

たものをすべてmithālと呼ぶのである。この慣習と術語は，現在でも使われている。 
（ Latā’if al-Inshā’/Majles, fol.115b） 
 
【史料②】Jāmi‘ al-Tawārīkh, Ghazan Khan 紀,第 3 部, 第 22 章 

 
 〔ガザン=ハンは〕４つのケシク（禁衛）から４人のアミール（重臣）をお任じになられ

て、一人一人に別々の黒印(qarā tamghā)を与えた、「ヤルリグ（勅書）に印章を押す時、我

らの知らないうちに決して否認できないように、裏面にそれを押印せよ。その後、再びワ

ズィール（宰相）たち、ディーワーン（官府）の長官たち(ashāb-e dīvān)に、決してごまか

しをしないか否か注意するように示せ。彼らもディーワーンの印章をその裏に押してから

人に引き渡せ。」 
 
【史料③】『元史』巻二九, 泰定帝紀一, 泰定元年十一月癸巳 
諸王不賽因(Abū Sa‘īd)言其臣出班(Čoban)有功請官之、以出班為開府儀同三司、翊國公、給

銀印、金符。 
 
【史料④】Tārīkh-i Wassāf, j.3 

〔Ghāzān Khānは〕吉祥のために、文書の朱印(āl-e maktūbāt)や牌符(bai’zajāt)の形状を方形

から、もっと優れた形である円形に移行なさった。《円形は災厄の受難を遠ざける。》そ

して、朱印の刻銘(sekkeh-ye āl)を「神の他に神は無し。Muhammadは神の預言者なり(lā ilāha 
illā Allāh, Muhammad rasūl Allāh)」と施させた。 
 
【史料⑤】Jāmi‘ al-Tawārīkh, Ghazan Khan 紀 第 3 部 第 22 章 
 〔Gazan Qanは〕「朱印官(ālchī)たちは朱印の押印(āl zadan)のために決して何も受け取ら

ないように」と命じて、実にこれ以前はどん欲であったことを極めて少なくした。そして、

それぞれの重大事のために定められた印章を作った。強大な君主(sultān)たち、amīrたち、

領主(malek)たちの統治や諸国事の重大な事柄のためには碧玉製の大印(tamghāyī-ye bozorg-e 
yashm)、qādhī（法官）たち・imām（導師）たち・shaykh（長老）たちそれぞれのためには
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少し小さな碧玉製〔の大印〕(yashm-e andakī kūchektar)によって、諸事の中級の重要事のた

めには碧玉よりも小さな金製の大印(tamghāyī-ye bozorg az zar furūtar az an-e yashm)、軍隊の

出軍・投営のためには金製の特別な印章(tamghāyī-ye makhsūs az zar)である。それは既存の刻

銘・図柄と同じであるが、その周囲に弓と棍棒と剣が装飾された。境域の重大事を見る哨

兵たちや行程を用心する少数の部隊が自分のamīrたちの口述によって出軍し、投営するのを

除いて、軍隊はその印章を視認しない限り、amīrたちやいかなる人の口述によっても出軍し

たり投営してはならない。取引や水や土地の為に書かれる国庫(khazāneh)や地方の支払い手

形(baravāt)や財務の受領証(yāhteh)や精算書(mofāsāt)、文書(maktūbāt)に押される小さな金印

(altūn tamghāyī-ye kūchek)は、dīwān（官府）のbitikchī（文官）たちの許可によって書かれて、

署名(elāmāt)がなされた後に、モンゴル字による要約がその裏面に書かれ、その印章をそこ

に押印する。現在、多くの支払い手形や文書が集められる際に、上奏がおこなわれて鍵が

受け取られ、官府の宰相たち、副官たちが列席のうえ印章が押されている。さらに別の者

たちがその箱の中にある帳簿に何時誰が押印したのか明らかであるように記録している。 
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